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2年生 答え
お子さまが問題を解き終わったら、 〇つけをしてあげてください。

間違えやすいポイントやお子さまへの声かけのヒントを掲載しています。

おうちのかたへ

Ｚ 会 の 夏 休 み ド リ ル
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おうちのかたへ

2ページ１年生の　ふくしゅう ①1

う で ぼみ そあ う

　お子さまが戸惑っている場合は、「8＋1＋9はいくつ
かな？」のように、まず何をすればよいかわかりやすく
伝えてあげましょう。「18」と、正しい答えが出てきた
ら、「8＋1＋9の式には『う』という文字がつながれて
いるから、下の『18』のところに『う』と書くんだよ。」
のように説明してあげるとよいでしょう。
　それぞれの計算の答えは次の通りです。
・8＋1＋9＝18� ・2＋5－4＝3
・14－4－1＝9� ・14－8－6＝0
・13－7＝6� ・3＋7＋2＝12
・19－4＝15
　計算をして、答えの数字を下の表から探しても見つか
らないときは、計算を間違えてしまっています。どこが
間違えているのか、一緒に確認してあげてください。3
つの数の計算では、途中の計算結果を覚えておく必要が
あります。覚えておくことが難しい場合は、途中の計算
結果を書いておいてもよいことを教えてあげましょう。
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　 1 時計の読み取りは、大人が想像する以上に、子ども
にとっては難しいものです。普段の生活の中で「今、何
時かな？」「○時○分から夕ご飯を食べよう。」などの時
刻を意識した声かけをするとよいでしょう。
　 2 は、長さを比べる問題です。マス目ごとの線の数を
比べれば、折れ曲がったものの長さを比べることができ
ることを教えてあげましょう。
　 3 は、数の規則を見つける問題です。 3 で戸惑ってい
る場合には、次の⑴～⑶のような手順で説明してあげて
ください。
⑴�　90から110までの数の線（数直線）を一緒にかいて

みましょう。
⑵�　「90と100の真ん中の数は何かな？」などと問いか

け、「95」を考えさせてみましょう。わからなければ、
数直線で目盛りを一緒に数えてあげてください。

⑶�　90から95までと、95から100までは、それぞれ5
ずつ増えていることを確認し、数の増え方に規則があ
ることを伝えましょう。

　繰り上がり・繰り下がりのない筆算に取り組みます。
繰り上がり・繰り下がりのない筆算では、一の位からで
はなく、十の位から先に計算しても正しい答えが出ます
が、繰り上がり・繰り下がりのある筆算では、十の位か
ら先に計算すると正しい答えを導き出すことができませ
ん。繰り上がり・繰り下がりのあるたし算・ひき算の学
習に備えて、一の位から順に計算する習慣がお子さまに
身についているか確認しましょう。
　 1 は、解答欄の中に自分で筆算を書いてから計算する
問題です。白紙のところに、同じ位を縦にそろえて書き、
＋や－の記号と横線を自分で書く作業が必要となりま
す。これは、子どもにとって難しいことです。位を縦に
きちんと揃えていないと、位が増えたときやかけ算、わ
り算の筆算の際、計算ミスにつながりやすくなります。
お子さまがていねいに筆算を書けているか、確認しま
しょう。筆算の学習始めのこの段階で、正しい書き方を
習慣化することが大切です。

1 1
＋3 5
4 6

6 8
−2 4
4 4

2 7
＋4 2
6 9

3 1
−2 1
1 0

5 3
＋2 5
7 8

7 7
−3 3
4 4

3 4
＋2 2
5 6

34＋22＝56
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　 1 は虫食い算とよばれる問題です。お子さまが戸惑っ
ている場合は、通常の筆算と同じように、一の位の計算
から順に考えるよう促してあげましょう。
　 1 では、一の位の計算が、4＋□＝5にあてはまる数
を考えます。十の位の計算が成り立つことも確認するよ
うお子さまに伝えましょう。
　 2 では、一の位の計算が、3＋4＝7で正しいことを確
認し、次に十の位の計算を見て、
□＋2＝9になる数を考えます。
　 3 も 2 と同様に、一の位の計算が、5－4＝1で正しい
ことを確認し、次に十の位の計算を見て、□－2＝5に
なる数を考えます。
　どの問題も、答えが出たら、□に数字をあてはめて、
正しい筆算になるか確かめをするように促すとよいで
しょう。なお、本問は、たし算とひき算の関係を使って、
例えば 1 では、55－24＝31として解くこともできます。
2年生ではたし算とひき算の関係は学習しますが、逆算
の手順は3年生以降の内容になります。

　 1 は、時間と分の単位換算の問題です。
　 2 は、1時間10分を、1時間と10分に分けて、
1時間10分＝60分＋10分＝70分と考えます。
　 3 は、ヒントにあるように、93分は時計の長い針が1
回りと何目盛り動くかを考えます。まずは、実際の時計
を見て、時計の長い針が1回りするのに60分かかる（60
目盛り分動く）ことを確認してあげてください。次に、
93－60＝33（33目盛り分）だから、93分は60分と
33分を合わせた時間だということを確認します。最後
に、60分＝1時間なので、1時間33分と求められること
を教えてあげるとよいでしょう。
　 2 、 3 は、時刻と時間についての問題です。「時刻」
と「時間」は、算数では区別して扱います。時刻はある
一点を表すのに対して、時間は、時刻と時刻の間の長さ
を表します。時刻と時間についてお子さまの理解が不十
分な場合は、ここでしっかり理解できるように説明する
とよいでしょう。

3 5
−2 4
1 1

9 8
−6 5
3 3

35−24＝11

98−65＝33
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午前7時20分

午前8時45分

午後1時20分

　「午前」、「午後」を使った時刻の表現を取り上げた問
題です。「正午（昼の12時）よりも前であれば午前」「正
午よりも後であれば午後」であることを理解できている
か確認してあげましょう。
　 1 ～ 3 では、問題文に「『午前』、『午後』を　つかって」
とあるので、「午前」や「午後」をつけていない答えは
不十分です。ない場合は、以下のように考えればよいこ
とを教えてあげましょう。
　 1 問題文の「朝」という言葉にまず着目し、昼の12
時より前だから午前であるとわかります。 2 は「午前8
時30分の15分後の時刻」、 3 は、「午後1時40分の20分
前の時刻」を答える問題です。わかりにくいときは、下
のように時計の針を動かして考えるよう伝えましょう。
　　　　 2 　　　　　　　　　 3

　ルールに従い、数字の位置を決めていく問題です。お
子さまが、ルールの意味を理解しているか確認しましょ
う。解き方のポイントは、「このマスにはこの数字しか
入れられない」というマスを見つけることです。縦と横
の列、マスの中で1つだけ数字が欠けているところがな
いかまず探します。 1 の場合、右図の
上の㋐が該当します。一番左の縦の列
で1、2、4の数字が使われているため、
㋐には3が入ることがわかります。同
様に、㋑には3が入ります。次に左上
の2×2のマスに着目すると、1、2、3
の数字が使われているため、㋒には4
が入ることがわかります。その次に、
右図の下の★に着目します。横の列で
見ると2か4が候補となりますが、★が
4だと縦の列でルールを破ることにな
ります。よって、★は2です。それぞれの縦と横の列、
2×2のマスに同じ数字がないかを一緒に確認し、どこ
でルールを破っているのかを見つけるとよいでしょう。

12 1

5

11

7

2

4

10

8

39

6

12 1

5

11

7

2

4

10

8

39

6
15分後

20分前

3
4 3 1

3 2 4
1 2 3

2 4 3
1 2 4
4 3 1
3 1 2

1 2

4

4

1
2

1 2

4

4

1
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3
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ウ
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　今回は「海にいる大人と子どもの数を考える」という
場面を用いて、たし算とひき算が逆の関係にあるという
ことを学びます。条件を整理するために、問題にあるよ
うなテープ図にあてはまる数を書き入れて、わからない
数はどこなのかを把握してから、たし算を使うのか、ひ
き算を使うのかを考えていきます。お子さまが戸惑って
いる場合は、問題文を読みながら、あてはまる数を1つ
ずつ確認するよう促しましょう。
　 1 と 2 の問題に取り組んだ後に、2つの問題が同じ場
面を表していることに気づけるとよいでしょう。「ひき
算の答えにひく数をたすと、ひかれる数になる」という
事実のみを覚えるのではなく、 1 、 2 のような具体的な
場面を思い出して考えてみると、たし算とひき算の関係
や、答えを確かめる方法を覚えやすくなります。今回は
扱いませんでしたが、同じ題材で、「海に78人います。
大人は43人です。子どもは何人いますか。」という問題
も、 2 と同じように考えてひき算で求められることを確
認してもよいでしょう。

　第8回（P.9）の学習で、「ひき算の答えにひく数をた
すと、ひかれる数になる」ということを、具体例を通し
て学習しました。教科書ではひき算の検算としてこの関
係が主に扱われています。本書ではこの考え方をたし算
の検算にも応用させ、「たし算の答えから、たす数をひ
くと、たされる数になる」ことを学習します。このこと
を、1 の計算を使って図に表すと、下のようになります。
本文の「たし算とひき算のかんけい」の図と左右が逆に
なることに注意しましょう。

　慣れるまでは、上の図のように矢印を書きながら考え
ると理解しやすくなります。
　たし算の検算には、交換法則（たされる数とたす数を
逆にする）と、上のようにひき算を使ったものの2種類
がありますが、ひき算を使って検算ができるようにして
おくとよいでしょう。

78人

43人

43
＋35
78

78
−35
43

43＋35＝78

78−35＝43

43

78

35

35

55

51

86

11

55

34

51

73

86
−73
13

11
＋37
48

5 5 ←ひかれる数

−2 1 ←ひく数

3 4 ←答え

3 4 ←たされる数

＋2 1 ←たす数

5 5 ←答え
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　 1 の 1 は1cm＝10mmという関係を理解しているかを
問う問題です。実際のものさしで目盛りを確認すると理
解が深まるでしょう。
2 は、1mmを35個集めると35mmで、35mmを30mm
と5mmに分けて考えます。30mm＝3cmなので、35mm
＝30mm＋5mm＝3cm＋5mm＝3cm5mmです。
3 は、2cm7mmを2cmと7mmに分けて考えます。2cm
＝20mmな の で、2cm7mm＝20mm＋7mm＝27mmで
す。
　 2 は、ものさしを使った図を見て長さを答える問題で
す。ヒントにもありますが、先に大きい目盛り（cm）
を読み取り、次に小さい目盛り（mm）を読み取る、と
いう手順を守りましょう。cmを読み取るときは、必ず�

「0から」大きい目盛りいくつ分かを読み取り、mmを読
み取るときは、「cmを読み取った部分から」小さい目盛
りいくつ分かを正しく数えるようにしましょう。この問
題では、1「40mm」2「55mm」3「27mm」のように、
mmで答えていても正解です。

　 1 は、cmとmmの単位換算の問題です。
1cm＝10mmが基本になります。
3 は、45mmを40mmと5mmに分けて考え、
40mm＝4cmなので、45mm＝4cm＋5mm
4cm5mmです。
　 2 は、この本の横の長さを予想し、実際に測るという
問題ですが、この問題の目的は、正確に測定することで
はなく、長さに興味を持たせることです。1cmや10cm
などの長さが、だいたいどのくらいの長さかを経験的に
知っておくと、いろいろなものの長さを予想するのに役
立ちます。予想の問題は何cmであっても正解としてあ
げてください。
　長さの単元で大切なのは、机上の勉強だけではなく、
具体物を実際に測ることで、1cmや1mmの大きさを経
験的に実感することです。身のまわりのものの長さを予
想してから、ものさしやメジャーなどを使って実際の長
さを測るという取り組みを行ってみるとよいでしょう。

4cm

20cm（200mm）

21cm（210mm）

5cm5mm

2cm7mm

（40mm）

（れい）

（れい）

＊�ものさしで　はかって　7cm7mmで　
あれば　正かいです。

＊�ものさしで　はかって　21cmに　ちかい　長さで　
あれば　正かいです。

＊�よそうが　書
か

けて　いれば　正かいです。↓

（55mm）

（27mm）

40
7
4 5
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　かさの単元も長さの単元と同じように、1Lや1dLの
大きさをイメージすることが大切です。牛乳パックや紙
パックのジュース、ペットボトルなど、身近なものの中
から「L」などのかさの単位が書かれたものを探して、
1Lがどのくらいの大きさなのかを知る体験をしておく
とよいでしょう。
　 1 は、1L＝10dLという関係を理解しているかを問う
問題です。 3 は、1dLを42個集めると42dLで、42dL
を40dLと2dLに分けて考えます。40dL＝4Lなので、
42dL＝40dL＋2dL＝4L＋2dL＝4L2dLです。　
　 2 は1Lますの絵を見て、かさを答える問題です。1L
がいくつ分か、1dLがいくつ分かを順に考えていきま
しょう。 2 では1dLを1dLます1つ分で数えているのに
対して、 3 では、1dLを1Lを10等分した1つ分のかさ
ととらえていることに注目しましょう。どちらも同じ
1dLを表していることをお子さまといっしょに確認する
とよいでしょう。この問題では、1 「40dL」 2 「23dL」
のように、dLで答えていても正解です。

　 1 は、1dLます1つ分のかさと、1Lますを10等分し
た1つ分のかさが同じであることに注意しましょう。
3 は1dLます6個分のかさなので、1Lますを10等分し
たかさの6つ分と同じです。
　 2 のようなかさの大小比較の問題では、単位をそろえ
て比べる必要があります。1L＝10dL、1L＝1000mL
であることを使います。
1 は5L＝50dLだから50dLと43dLを比べてもよいです
し、43dL＝4L3dLだから、5Lと4L3dLを比べてもよ
いです。
2 は、dLで表されたかさとmLで表されたかさの比較で
す。1dLの10個分の大きさは1L、100mLの10個分の
大きさは1000mLなので、1dL＝100mLであることが
わかります。したがって、4dL＝400mLなので、
300mL＜400mLだから、300mL＜4dLです。
3 の2Lと2000mLは同じ大きさなので、「＝」で結びま
す。
4 は、 1 と同様、56dL＝5L6dLと考えても、
7L2dL＝72dLと考えても構いません。

＊��1dL＝100mLなので�
4dL＝400mLです。

20
42

1

24

4L

4dL

2L3dL
（40dL） （23dL）

（れい）

（れい）

＝
＞ ＜

＜
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　問題に書かれたルールにしたがって、同じ絵を線でつ
なぐ問題です。1つのマスに1本だけ線が書かれていて、
同じ絵が線でつながっていれば正解です。
最初に の絵、 の絵を直線でそれぞれ結びます。次
に の絵を結び、その後にその他の絵の結び方を考え
ると考えやすくなります。

　線が斜めになっていたり、線どうしが交わったりして
いる場合は、もう一度ルールを確認するように声をかけ
てあげてください。

　「繰り上がりがあるたし算」「繰り下がりがあるひき算」
を学習します。計算ミスを減らすために、繰り上がりや
繰り下がりがあったことがわかるようなメモを残すとよ
いでしょう。繰り下がりの場合は斜線を引いて数を変更
するのが最も一般的なものですが、やり方は自由ですの
でお子さまにとってわかりやすい方法をとるようにして
ください。
　 2 は、第4回と同じように通常の筆算と同じ手順で取
り組みます。 1 は一の位の計算で、□＋5＝4となる数
はないので、一の位で繰り上がりがおこって、□＋5＝
14となると考えます。 2 は一の位の計算で7＋6＝13で
繰り上がりがおこっているので、十の位の計算では、1
＋2＋□＝6より、□にあてはまる数を考えます。 3 の
一の位では、2－□＝4にあてはまる数がないことから
繰り下がりがおこって、12－□＝4になっていると予想
し、十の位の計算が1繰り下がって、3－2＝1になって
いることで計算が正しいことを確認します。

2 6
＋3 6
6 2

6 8
−2 9
3 9

5 3
＋1 9
7 2

3 1
−1 7
1 4

4 2
＋3 8
8 0

8 4
−3 6
4 8

9
3 8
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　たし算とひき算を使った文章題です。
　たし算を使うのかひき算を使うのか迷っている場合
は、第8回「たし算・ひき算のひみつ①（P.9）」にある
ようなテープ図をかいて、わからない数はどこなのかを
把握してから、たし算を使うのか、ひき算を使うのかを
考えるように促しましょう。
　答えを書き終わったら、第9回「たし算・ひき算のひ
みつ②（P.10）」で学習した検算を使って答えのたしか
めをするとよいでしょう。
　また、筆算を使った文章題では、筆算だけを書いて式
を書き忘れたり、筆算で答えが出たあと、その答えを答
えの欄に写すのを忘れたりしてしまうことがあります。
テストで式や答えの欄を空欄にしてしまうと、減点に
なってしまうことがあるので、気をつけるように声をか
けてあげてください。

　1000までの数についての問題です。
　数の学習で大切なのは、その数の分の具体物を目で見
たり数えたりして、その数の大きさを実感することです。
ご家庭にあるビーズ、お菓子、紙などの「○個入り」、「○
枚入り」のような表示に注目し、100より大きい数を実
感する機会をもつとよいでしょう。
　 1 では、ブロックを用いて位取りについて学習します。
ここでしっかりと位取りについて理解しておけば今後の
1000より大きい数の単元などでもスムーズに学習が進
められるでしょう。 3 、 4 の問題でブロックが1つもな
いところがありますが、このときその位には「数字を何
も書かない」のではなく「何もないから0を書く」とい
うことを理解するのが難しいところです。一方、 5 は、
100より小さい数なので、百の位には0を書きません。
0を書くときと書かないときで表される数の違いについ
てお子さまと話し合ってみるとよいでしょう。

子どもが8人多い。

64人

26人

345

310111

44205

848 349
68 605

3 6
−2 8

8

2 8
＋3 6
6 4

9 0
−6 4
2 6

36−28＝8

28＋36＝64

90−64＝26
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20ページ

大きい　数
か ず

 ②

ひょうと　グラフ ①

18

19

　 1 は、大きな数の大小比較の問題です。 1 の「323」
と「198」の比較では、9という数字が「大きい」とい
う印象をもつため、それに引きずられて198のほうが大
きいと勘違いしてしまうことがあります。桁数が同じ数
どうしの大小比較では、大きい位（ここでは3桁の数な
ので、百の位）から順に比べていくという手順をとりま
しょう。本問では扱っていませんが、桁数の違う数どう
しの大小比較は、はじめに桁数を比べて、桁数の大きい
ほうが大きい数であると判断します。
　 2 は、数の構成や位取りに関する問題です。3桁の数
が「100が○個、10が△個、1が□個」という構成になっ
ているととらえることが大切です。 5 は、「600と50と
9を合わせた数」という言葉を、たし算の式に表します。

「＝」は「＝の左側と右側が同じ」という意味なので、
＝の右側が計算の形になっていてもよいことを教えてあ
げてください。

　表とグラフについての学習です。
　 1 1 では、生き物の種類ごとに数を数えます。数えた
ものに＼などの印をつけていくと、数え忘れや重複して
数えることがなくなり、楽に数えることができることを
教えてあげてください。2年生で扱うグラフは、主に○
を使ったグラフです。生き物1匹に対して○を1つ書い
ていきます。グラフにまとめることで、「どの生き物が
多いか」などの数の比較がすぐにできることに気がつけ
るとよいでしょう。
　 2 では、 1 でグラフに整理されているものを表に書き
かえる問題です。○の数を数えて、生き物の種類ごとに
表に数を書き入れていきます。表では、生き物の数が整
理されていて見てすぐにわかることができて便利です。
　表とグラフはどちらも、絵の中から生き物の数を数え
るより便利ですが、表、グラフそれぞれの便利さがある
ことにも気がつけるとよいでしょう。

＞

＞

6
4

5

530
40

432

600 50 9

○
○

○
○
○

○
○
○

2 3 3

＜
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ひょうと　グラフ ②

カレンダーを　元
も と

どおりに　しよう

20

21

　第19回（P.20）�の 1 2 は、グラフから表に表す問題
でしたが、今回の 1 1 では、表からグラフに表す問題で
す。
　また、第19回�の 1 1 は○を縦に積み上げていく形な
のに対して、今回の 1 1 では○を横にならべていく形の
グラフです。教科書では主に縦型のグラフを用いている
ため、今回の 1 1 のグラフはお子さまにとって初めて目
にする形のグラフかもしれません。書き方に困っている
ようでしたら「イチゴのかき氷の数だけこの行に○を書
いていくんだよ。」とサポートしてあげるとよいでしょ
う。
　 2 ・ 3 ・ 4 は、表やグラフから情報を読み取る問題で
す。表を見たほうがわかりやすいものとグラフを見たほ
うがわかりやすいものと2つのケースに分かれるかと思
います。2つの比較を通して、表とグラフの違いや特徴
をお子さまと話しあうとよいでしょう。

　元の並び方を考える問題です。カレンダーに数を書き
込みながら考えると解きやすいこと、カレンダーの並び
方には次の3つの決まりがあることをお子さまに伝えて
あげましょう。
・�1週間は7日あるので、最初の週と最後の週以外は、

必ず横に7個の数が並ぶ。
・�ある数のすぐ右の数は、もとの数より1大きい数にな

る。
・�ある数のすぐ下の数は、もとの数より7大きい数にな

る。
　右の図のように㋒で、「9」の
右に「10」があることから、「2」
のすぐ右にも数があることがわ
かるため、すぐ右に㋑の「3」
がくるように並べます。
　次に、「16」や「11」、「5」のとなりにくる数に着目
してパズルを並べていくと、カレンダーが完成し、8月
2日は日曜日、19日は水曜日であることがわかります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○

5こ

メロン

ブドウ

日

水

1
2 3 4 5 6 7 8

日 月 火 水 木 金 土

9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 2122
23 24 25 26 2728 29
30 31

2
9 10
16
23

3 4 5
11
18

㋒ ㋑ ㋐

㋓

6
12

17
㋕
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い　計
け い

算
さ ん

に　ちょうせん ①

長
な が

い　計
け い

算
さ ん

に　ちょうせん ②

22

23

　順序をかえることで計算が簡単になることを学びま
す。お子さまが戸惑っているようでしたら、ヒントのよ
うな矢印や途中計算のメモを補ってあげてください。
1 �14＋6を先に計算します。
14＋6＝20だから、20＋19＝39
2 �37＋13を先に計算します。
37＋13＝50だから、50＋28＝78
3 �5＋15、7＋3の組み合わせにして計算します。
5＋15＝20、7＋3＝10だから、20＋10＝30
4 �2＋18、36＋4の組み合わせにして計算します。
2＋18＝20、36＋4＝40だから、20＋40＝60
　計算が得意なお子さまの場合、工夫をすることの優位
性を理解できないことがあります。今は工夫をすること
よりも正確に答えを出すことのほうが大切ですので、無
理に工夫をする必要はありません。計算という単純な問
題でもいろいろな解き方ができるということを知ってお
くだけで十分でしょう。

　前回に引き続き、計算の順序に関する問題です。
（　　�）を使って立式をするのは、4年生になってから
です。今は、（　　�）がある時はそこから先に計算する
ということだけ理解できていればよいでしょう。
　 1 1 �5＋（6＋14）の計算で、6＋14＝20の計算を先
にすることで、5＋（6＋14）＝20＝5＋20＝25のよう
に書いてしまうことがあります。これでは＝の左右で等
しくならないので、このような書き方はしないことを教
えてあげてください。
　 2 の計算は、それぞれ次のようになります。
・11＋(5＋5)＝11＋10＝21
・50＋(19＋11)＝50＋30＝80
・39＋(14＋6)＝39＋20＝59
・7＋8＋3＋1＋2＝（7＋3）＋（8＋2）＋1
＝10＋10＋1＝21
・22＋9＋28＝（22＋28）＋9＝50＋9＝59
・7＋14＋8＋12＋16＋23
＝（7＋23）＋（14＋16）＋（8＋12）
＝30＋30＋20＝80

＝20＋19＝39

＝5＋20＝25

＝50＋28＝78

＝12＋30＝42

＝20＋10＝30

＝10＋10＝20

＝20＋40＝60

＝5＋30＋5
＝10＋30
＝40

＊と中の　しきは　書かなくても　よいです。

＊と中の　しきは　書かなくても　よいです。

①�20

①�50

①�20

①�20 ②�10

②�40

20

30

30

10
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数
か ず
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せ ん
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25

　長さとかさのたし算・ひき算に取り組みます。まず、
長さやかさも、同じ単位どうしなら普通の数と同じよう
にたし算やひき算ができることを確認しましょう。 1 の
ように1種類のみの単位を用いたものは、通常のたし算
やひき算をすればよいので戸惑いは少ないかと思います
が、 2 のように、複数の単位が出てくる問題は戸惑うこ
とがあるかもしれません。
　 2 1 は5＋5を計算して、答えを「10cm」や「10mm」
と間違えやすい問題です。そのような場合には単位がち
がう長さどうしのたし算であることを説明してあげてく
ださい。わかりにくい場合は、ものさしを使って「5cm」
と「5mm」の長さをたすとどんな長さになるのか考え
させるとよいでしょう。
　 2 は、cmはcmどうしでたし算をします。
　 3 、 4 は、LはLどうし、dLはdLどうしでたし算やひ
き算をします。

　数直線に関する問題に取り組みます。数直線（低学年
では「数の線」）の問題に取り組む際にいちばん大切な
ことは、まず1目盛りの大きさがいくつなのかを判断す
ることです。2年生の段階ではわり算が未習なので、1
目盛りの大きさは、わり算で求めるのではなく、数の感
覚と経験的な勘によって予測します。予測した数値が正
しいかどうかは「1目盛りが10だとすると、10、20、
30…」のように予測した数値をあてはめて数直線の目
盛りを左から順に読んでいき、数直線に初めから書かれ
ている数値とあっているかどうかで確かめていきます。
　 1 の数直線では1目盛りが10を表しています。 2 で空
欄にあてはまる数を求めるときは、10がいくつ分ある
かを考えましょう。 3 は、160は100より60大きい数
と考えて、100から6目盛り右に をかきます。または、
160を200より40小さいと考えて、200より4目盛り左
に をかいてもよいでしょう。

＝3cm

＝8L

＝7mm

＝8dL

＊しきに　 cm を　つけても　よいです。

＝5cm5mm（55mm）

＝18cm8mm（188mm）

＝7L7dL

＝4L1dL

7＋9＝16
16cm

40 220 370

10

1
996

986
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　何十と何十のたし算やひき算、何百と何百のたし算や
ひき算などの、大きい数の計算に取り組みます。�
　 1 1 2 、 2 1 2 は、十のまとまりがいくつあるかを考
えます。
　例えば、 1 1 では、70は10が7個、50は10が5個あ
るので、70＋50の答えは、10が7＋5＝12（個）ある
ので、70＋50＝120のように計算します。
　 1 3 4 、 2 3 は、百のまとまりがいくつあるかを考え
ます。
　例えば、 2 3 では、700は100が7個、300は100が
3個あるので、700－300の答えは、100が7－3＝4（個）
あるので、700－300＝400のように計算します。
　筆算をして答えを求めてもよいですが、数を位ごとの
束で考える場合は、計算力をつけるためになるべく暗算
で答えを求めるように促してあげてもよいでしょう。

　今回は発展学習として複雑な情報を整理し、表に表す
ことに挑戦します。
　まずは問題文の内容を理解しましょう。
・ゆずさんは、最初花火を30本持っている。
・ゆずさんは、1日に5本ずつ花火を使う。
・りおさんは、最初花火を30本持っている。
・りおさんは、1日に3本ずつ花火を使う。
の4つのことがわかっていれば、表をうめることができ
ます。この問題では「のこりの本数」を表にしているの
で、1日目の本数が30ではなく、
ゆずさんは、30－5＝25（本）、りおさんは、
30－3＝27（本）であることに注意が必要です。
　2日目以降は、ゆずさんは前日より5小さい数を、り
おさんは、前日より3小さい数を順に書き入れます。
　 3 は、ゆずさんとりおさんの花火の本数を日ごとにた
してみて、28本になる日を見つけます。 4 は、りおさ
んの花火の本数からゆずさんの花火の本数をひいてみ
て、10本になる日を見つけます。

210−80＝130
130ぴき

10本

15 10 5 0
21 18 15 12

4日目

5日目

＝120

＝300

＝350

＝90

＝400

＝120

＝1000

＝607

＝90

＝500

＊4日目は　10＋18＝28で　28本です。

＊5日目は　15－5＝10で　10本です。
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29ページおかしの　はこを　当
あ

てよう28
　条件を整理してあてはまるものを特定する問題です。
ヒント 1 から順に考えると難しくなってしまうので、お

菓子が入っている箱、入っていない箱を特定できる
ヒント から考えていくことがポイントです。条件を確認

しながらお菓子が入っている番号に◯、入っていない番
号に×を書いて整理するとわかりやすくなります。
ヒント 2 ：1、3、6にはお菓子が入っていない。

→1、3、6に×をつける。
ヒント 3 ：1、4、7の2つにお菓子が入っている。

すでに1に×がついているので、4、7にお菓子が入って
いることがわかります。
→4、7に◯をつける。
ヒント 4 ：2、4のうち1つにお菓子が入っている。
4に◯がついているので、2にはお菓子が入っていない
ことがわかります。
→2に×をつける。
ヒント 1 ：2、3、5、7のうち2つにお菓子が入っている。
2、3に×、7に◯がついているので、5にお菓子が入っ
ていることがわかります。

1 　2けたの数のたし算、ひき算はつまずきやすい単
元です。お子さまが一の位→十の位の順に計算できて
いるか確認しましょう。
3 　午前か、午後かは問題には書いてありませんが、
時計を読むと「1時42分」とわかり、さらに「プール
についた時刻」とあるので、昼の1時42分だとわかり
ます。「午前」と答えてしまっている場合は、午前1
時42分は真夜中であることをお子さまに気づかせて
あげましょう。
5 は長さの計算の問題です。戸惑っている場合は、次
のように順序だてて考えるよう教えてあげましょう。
　⑴cmはcmどうし、mmはmmどうしをたす。
　　→15cm11mmとなる。
　⑵11mm＝1cm1mm　と換算する。
　⑶15cm11mm＝15cm＋1cm1mm＝16cm1mm
この方法の他に、9cm4mmと6cm7mmをそれぞれ
94mm、67mmと考えて
94mm＋67mm＝161mm＝16cm1mmと計算する方
法もあります。

  9cm4mm+6cm7mm
=16cm1mm

16cm1mm

4 5 7

4 9

4 4

7 5

3
80

80
637

午後1時42分

24ページ

42−18 ＝24
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おうちのかたへ 1 野菜の断面図を見たことがない場
合は、実際に野菜を切って観察すると理解が深まりま
す。 2 ミニトマトを育てたことがない場合は、他の
植物を例にして考えてもよいでしょう。

おうちのかたへ 1 広い公園は災害時の一時避難場所
になっていることもあります。避難場所マークを探し
てみましょう。 2 昼と夜では観察しやすい生き物が
異なります。違いに着目できるとよいでしょう。

おうちのかたへ 1 インタビューに出かける前は準備
が大切です。誰が何を聞くのかも決めてから出かける
とよいですね。 2 インタビューに出かけたときは、そ
の場にあるものを勝手に触らないようにしましょう。

おうちのかたへ 町探検をしながら、生活を支える仕事
をしている人がいることに気づかせます。 1 で貼っ
たシールの場所に 2 の人々がいます。

○

まちたんけんに　行
い

こう1

はたけで　インタビュー3

公
こう

園
えん

　たんけん2

いろいろな　野
や

さい4

31ページ

33ページ

30ページ

32ページ

6

野さい
何しゅるい
どこ

6

○

○
○

2
4
3
1
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語

テ
ス
ト
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み
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う
ち
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た
へ

国
語

1�　
仲
間
に
な
る
言
葉
に
つ
い
て
確
認
す
る
問
題
で
す
。

　

�　
は
じ
め
に
、
左
に
あ
る
選
択
肢
の
言
葉
を
す
べ
て
読
み
、
内
容
を
確
認
し
て
お
く
よ
う

に
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。
2
は
、「
お
も
ち
ゃ
」
と
ま
ち
が
え
や
す
い
の
で
、
迷
っ
て
い

た
り
、
ま
ち
が
え
て
い
た
り
し
た
ら
、「
オ
ル
ガ
ン
は
お
も
ち
ゃ
か
な
？
」
な
ど
、
一
つ

ひ
と
つ
の
言
葉
に
つ
い
て
確
認
す
る
よ
う
に
声
を
か
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

2�　
文
の
中
の
主
語
と
述
語
に
つ
い
て
確
認
す
る
問
題
で
す
。

　

�　
主
語
は
、
い
つ
も
文
の
は
じ
め
に
あ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
考
え
ま
す
。

主
語
を
見
つ
け
る
の
が
難
し
い
場
合
は
、
先
に
述
語
を
見
つ
け
て
、
そ
の
言
葉
と
結
び
付

く
「
何（
誰
）が
」「
何（
誰
）は
」
に
あ
た
る
言
葉
を
探
す
よ
う
に
促
す
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

3�　
説
明
の
順
序
や
文
の
つ
な
が
り
に
注
目
し
て
、
説
明
文
を
読
み
取
る
問
題
で
す
。

　
1�　

ま
ず
、
最
初
の
文
で
ヤ
ド
カ
リ
が
「
い
つ
も　

新
し
い　

ま
き
貝
の　

か
ら
を　
　
　

さ
が
し
て
」
い
る
こ
と
を
お
さ
え
た
う
え
で
、
二
文
目
を
読
み
ま
す
。「
ま
ず　
足
で　

か
か
え
て　
大
き
さ
や　
お
も
さ
を　
た
し
か
め
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。

　
2�　
「
か
ら
の　
中
の　
大
き
さ
を　
た
ん
ね
ん
に　
は
か
り
ま
す
」
と
い
う
言
葉
が
あ

る
三
文
目
を
よ
く
読
む
と
、「
は
さ
み
を　
つ
か
っ
て
、
か
ら
の
…
…
は
か
り
ま
す
」

と
あ
り
ま
す
。

　
3�　
「
な
か
間
の　
せ
お
っ
て　
い
る　
か
ら
を　
う
ば
い
ま
す
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る

文
の
は
じ
め
に
、「
そ
ん
な　
と
き
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
、「
そ
ん
な
」
が
指
し

示
す
直
前
の
文
を
読
み
ま
す
。
す
る
と
、「
か
ら
っ
ぽ
の　
貝
の　
か
ら
が
、
い
つ
も　

手
に　
入
る
と
は　
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。」
と
あ
る
の
で
そ
こ
が
解
答
に
な
り
ま
す
。

魚楽
き

か
ら
っ
ぽ

手
に　
入
ら
な
い

足
で　
か
か
え
て　

大
き
さ
や　
お
も
さ
を

た
し
か
め
る
。

○
（例）
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国 
語

お
う
ち
の
か
た
へ

お
う
ち
の
か
た
へ

丸ま
る（

。）
点て

ん（
、）
か
ぎ（「  

」）

カ
タ
カ
ナ　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

21

22

1�　
句
点
（
。）
と
読
点
（
、）
の
つ
け
方
の
確
認
を
し
ま
す
。
句
点
は
文
の
終
わ
り
に
、
読

点
は
文
の
中
の
切
れ
目
に
つ
け
ま
す
。
ど
ち
ら
も
、
縦
書
き
の
場
合
ま
す
の
右
上
に
書
く

こ
と
に
注
意
し
ま
す
。
す
べ
て
書
け
た
ら
、
句
点
、
読
点
の
と
こ
ろ
で
区
切
り
な
が
ら
、

文
章
を
ゆ
っ
く
り
声
に
出
し
て
読
む
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

2�　
か
ぎ
（「　
」）
の
書
き
方
の
確
認
を
し
ま
す
。
か
ぎ
は
、
人
が
話
し
た
言
葉
に
つ
け
ま

す
。
ま
た
、
行
を
か
え
て
書
く
こ
と
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
句
点
と
か
ぎ
は
、
一
つ
の

ま
す
に
書
く
こ
と
（ 

。」）
も
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
カ
タ
カ
ナ
で
書
く
言
葉
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
や
り
方
が
わ
か
ら

な
い
場
合
は
、
お
う
ち
の
方
が
や
り
方
を
説
明
し
て
か
ら
取
り
組
む
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
わ

か
る
言
葉
か
ら
書
い
て
い
き
、
書
い
た
文
字
を
ヒ
ン
ト
に
し
な
が
ら
言
葉
を
考
え
て
い
き
ま

す
。
ヒ
ン
ト
を
も
と
に
言
葉
を
考
え
、
正
し
く
ま
す
に
書
い
て
い
く
こ
と
は
、
少
し
時
間
が

か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
楽
し
み
な
が
ら
じ
っ
く
り
取
り
組
む
よ
う
に
声
を
か
け
ま
し
ょ

う
。

35ページ

34ページ

︑

︑︑︑

。

。

。

トス

チ

イ

ポ
ケ
ッ
ト

ボ
タ
ン

イ

ー

ュ

ド

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

ッ

ッ

サ

サ
ラ
ダン

テ
レ
ビ

ス
リ
ッ
パ

さ
や
か
さ
ん
は
︑

﹁
あ
り
が
と
う
。﹂

と
言
い
ま
し
た
。

﹁
い
っ
て
き
ま
す
。﹂

と
︑
な
お
き
く
ん
が
言

い
ま
し
た
。
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国 

語

お
う
ち
の
か
た
へ

お
う
ち
の
か
た
へ

せ
つ
め
い
文
を　
読よ

も
う 

③

せ
つ
め
い
文
を　
読よ

も
う 

④

19

20
　
説
明
の
順
序
や
文
の
つ
な
が
り
に
注
目
し
て
、
説
明
文
の
読
み
取
り
を
し
ま
す
。

1�　
最
初
の
文
の
「
四
か
い
め
の　
だ
っ
ぴ
」
に
注
目
し
ま
す
。
読
み
取
っ
た
内
容
を
表
に

整
理
す
る
こ
と
で
、
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。

2�　
８
行
目
に
「
お
ど
ろ
か
せ
ま
す
」
と
あ
る
の
で
そ
の
文
を
よ
く
読
み
ま
す
。「
そ
こ
で
」

と
い
う
言
葉
で
、
前
の
文
と
つ
な
い
で
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

3�　
「
き
に　
い
っ
た　
ば
し
ょ
が　
み
つ
か
る
と
」
と
い
う
言
葉
か
ら
始
ま
る
、
最
後
の

文
に
答
え
が
あ
り
ま
す
。

37ページ

36ページ

　
説
明
の
順
序
や
文
の
つ
な
が
り
に
注
目
し
て
、
説
明
文
の
読
み
取
り
を
し
ま
す
。

1�　
５
行
目
の
「
た
ま
ご
を　
う
ん
で　
い
き
」
と
い
う
言
葉
を
見
つ
け
て
、
そ
の
文
を
よ

く
読
み
ま
す
。

2�　
７
〜
８
行
目
の
「
た
ま
ご
か
ら　
よ
う
ち
ゅ
う
が　
は
い
だ
し
て
」
と
い
う
言
葉
を
見

つ
け
て
、
そ
の
文
の
中
に
あ
る
「
時
間
を
表
す
言
葉
」
に
注
目
し
ま
す
。

3�　
14
〜
15
行
目
の
「
お
お
き
く　
な
る
と
～
き
ゅ
う
く
つ
に　
な
っ
て　
き
ま
す
。」
と

い
う
文
を
見
つ
け
ま
す
。
そ
の
す
ぐ
あ
と
の
「
そ
こ
で
」
か
ら
始
ま
る
部
分
に
答
え
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
ず
つ

い
と

か
ら
だ

は
ら

く
ろ

み
ど
り︵
い
ろ
︶

○

○

だ
っ
ぴ
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国 
語

お
う
ち
の
か
た
へ

お
う
ち
の
か
た
へ

カ
タ
カ
ナ
で　
書か

く　
こ
と
ば 

①

カ
タ
カ
ナ
で　
書か

く　
こ
と
ば 

②

17

18

　
カ
タ
カ
ナ
で
書
く
言
葉
の
確
認
を
し
ま
す
。「
動
物
の
鳴
き
声
や
も
の
の
音
」「
外
国
の
国

名
、
地
名
、
人
名
」「
外
国
か
ら
来
た
言
葉
」
は
カ
タ
カ
ナ
で
書
く
こ
と
を
お
さ
え
ま
す
。

ま
た
、
の
ば
す
音
は
「
ー
」
を
使
っ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。「
ー
」
を
使
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
、

「
こ
こ
は
の
ば
す
音
だ
か
ら
、『
ー
』
を
使
っ
て
書
こ
う
。」
と
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。
字
形

を
ま
ち
が
え
や
す
い
「
ン
」「
シ
」「
ソ
」「
モ
」
な
ど
が
正
し
く
書
け
て
い
る
か
確
認
す
る

よ
う
に
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

　
カ
タ
カ
ナ
で
書
く
言
葉
の
確
認
を
し
ま
す
。

1�　
こ
と
ば
を
仲
間
分
け
し
な
が
ら
カ
タ
カ
ナ
に
書
き
か
え
る
こ
と
で
、
カ
タ
カ
ナ
で
書
く

言
葉
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
を
理
解
し
て
い
き
ま
す
。
濁
点
・
半
濁
点
や
、
小

さ
く
書
く
字
に
気
を
つ
け
て
書
く
よ
う
に
促
し
ま
し
ょ
う
。

2�　
文
を
ゆ
っ
く
り
声
に
出
し
て
読
み
な
が
ら
、
カ
タ
カ
ナ
で
書
く
言
葉
を
探
す
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
答
え
が
わ
か
ら
ず
戸
惑
っ
て
い
た
ら
、
一
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
を
一
緒
に
確
認
し

な
が
ら
、
カ
タ
カ
ナ
で
書
く
言
葉
か
ど
う
か
声
を
か
け
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

39ページ

38ページ

ピ
ヨ
ピ
ヨ

フ
ラ
ン
ス

コ
ッ
プ

コ
ス
モ
ス

イ
ギ
リ
ス

イ
ソ
ッ
プ

ロ
ボ
ッ
ト

オ
ム
レ
ツ

ガ
タ
ン

エ
ジ
ソ
ン

マ
フ
ラ
ー

パ
チ
ン

ケ
ロ
ケ
ロ

バ
ス

ド
ア

ラ
ケ
ッ
ト

コ
ン
コ
ン

ケ
チ
ャ
ッ
プ

ヨ
ー
グ
ル
ト

＊
順
不
同

＊
順
不
同

＊
順
不
同

＊
順
不
同

＊
順
不
同
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国 

語

お
う
ち
の
か
た
へ

お
う
ち
の
か
た
へ

も
の
が
た
り
を　
読よ

も
う 

③

も
の
が
た
り
を　
読よ

も
う 

④

15

16
　
「
誰
が
何
を
し
た
か
」
に
注
目
し
て
、
物
語
の
読
み
取
り
を
し
ま
す
。

1�　
最
初
に
、「
に
い
さ
ん
ね
ず
み
（
３
行
目
）」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
文
を
見
つ
け
て
、
そ

の
文
の
近
く
に
あ
る
「　
」
の
つ
い
た
言
葉
を
よ
く
読
ん
で
答
え
ま
す
。

2�　
「
チ
ロ
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
な
が
ら
、
文
章
の
後
半
を
よ
く
読
ん
で
答
え
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ン
ケ
ー
キ
に
か
け
た
も
の
を
混
同
し
な
い
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
て
い
ね
い

に
読
み
取
っ
て
い
く
よ
う
に
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

41ページ

40ページ

　
「
誰
が
何
を
し
た
か
」
に
注
目
し
て
、
物
語
の
読
み
取
り
を
し
ま
す
。

1�　

３
〜
４
行
目
の
「
さ
ん
び
き
の　
ね
ず
み
の　
き
ょ
う
だ
い
は
、
～
つ
き
ま
し
た
。」

の
す
ぐ
後
の
、「
そ
れ
ぞ
れ
の　
お
さ
ら
に
は
、」
か
ら
始
ま
る
文
を
よ
く
読
ん
で
答
え
ま

す
。

2�　
「
に
い
さ
ん
ね
ず
み
は
、（
８
行
目
）」「
ね
え
さ
ん
ね
ず
み
は
、（
11
行
目
）」
か
ら
始
ま

る
文
を
よ
く
読
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
し
た
こ
と
を
て
い
ね
い
に
読
み
取
り
ま
す
。

3�　
「
ぼ
く
も
！
」
と
い
う
言
葉
の
す
ぐ
後
に
、「
お
と
う
と
ね
ず
み
は
、」
と
あ
る
こ
と
に

注
目
し
ま
す
。

パ
ン
ケ
ー
キ

バ
タ
ー

ジ
ャ
ム

た
っ
ぷ
り
か
け
た

こ
ん
も
り
の
せ
た

に
ま
い

チ
ロ
は
︑
な
に
を　

か
け
る
の

○
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国 
語

お
う
ち
の
か
た
へ

お
う
ち
の
か
た
へ

文
の　
組く

み
立
て 

①

文
の　
組く

み
立
て 

②

13

14

　
文
の
組
み
立
て
を
と
ら
え
る
う
え
で
大
切
な
、
主
語
と
述
語
に
つ
い
て
確
認
し
ま
す
。

1�　
は
じ
め
に
、

の
中
の
言
葉
を
声
に
出
し
て
読
み
、
主
語
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
主
語
は
、
文
の
は
じ
め
に
い
つ
も
あ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
に
注
意

し
て
、
文
を
よ
く
読
ん
で
答
え
る
よ
う
に
促
し
ま
し
ょ
う
。

2�　

の
中
の
言
葉
を
声
に
出
し
て
読
み
、述
語
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
確
認
し
ま
す
。

述
語
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
そ
の
文
の
主
語
は
ど
れ
か
を
考
え
て
、
主
語
と
述

語
の
つ
な
が
り
を
確
認
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
主
語
と
述
語
に
つ
い
て
確
認
し
ま
す
。

1�　
答
え
が
わ
か
ら
ず
戸
惑
っ
て
い
た
ら
、
13
に
戻
っ
て

の
中
の
言
葉
を
読
み
、主
語・

述
語
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
い
う
も
の
か
を
改
め
て
確
認
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
述
語
か
ら

先
に
探
す
と
見
つ
け
や
す
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
主
語
は
、「
～
が
」「
～
は
」
ま
で
線
を

引
き
ま
す
。

2�　
絵
を
よ
く
見
て
内
容
を
と
ら
え
た
う
え
で
、

の
前
や
後
ろ
の
言
葉
を
読
み
、
正

し
い
文
に
な
る
言
葉
を
選
び
ま
す
。
答
え
を
書
い
た
ら
、
で
き
た
文
を
声
に
出
し
て
読
む

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

43ページ

42ページ

と
ぶ

夕
日
が

お
も
い

ぼ
く
は
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国 

語

お
う
ち
の
か
た
へ

お
う
ち
の
か
た
へ

せ
つ
め
い
文
を　
読よ

も
う 

①

せ
つ
め
い
文
を　
読よ

も
う 

②

11

12
　
文
と
文
の
つ
な
が
り
に
注
目
し
て
、
説
明
文
の
読
み
取
り
を
し
ま
す
。

1�　
ま
ず
、
１
〜
２
行
目
に
「
か
ら
っ
ぽ
の　
貝
の　
か
ら
が
、
い
つ
も　
手
に　
入
る
と

は　
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
ま
す
。
そ
の
す
ぐ
後
の
３
〜
４
行
目
に

あ
る
「
そ
ん
な　
と
き
、
ヤ
ド
カ
リ
は
」
と
い
う
文
か
ら
ヤ
ド
カ
リ
の
行
動
を
読
み
取
り

ま
す
。

2�　
５
〜
６
行
目
、「
あ
い
て
の　
ヤ
ド
カ
リ
を　
か
ら
か
ら　
お
い
出
し
ま
す
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
文
を
見
つ
け
て
、
そ
の
文
を
よ
く
読
ん
で
答
え
ま
す
。

3�　
「
お
い
出
さ
れ
た　
ヤ
ド
カ
リ
は
、」
か
ら
始
ま
る
９
〜
10
行
目
に
着
目
し
ま
す
。

45ページ

44ページ

　
説
明
の
順
序
に
注
目
し
て
、
説
明
文
の
読
み
取
り
を
し
ま
す
。

1�　
１
〜
２
行
目
に
、「
ヤ
ド
カ
リ
は
、
い
つ
も　
新
し
い　
ま
き
貝
の　
か
ら
を　
さ
が

し
て　
い
ま
す
。」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
ま
す
。

2�　
３
行
目
に
、「
か
ら
が　
見
つ
か
る
と
、」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
そ
の
後
の
部
分

か
ら
ヤ
ド
カ
リ
の
行
動
を
て
い
ね
い
に
読
み
取
っ
て
い
き
ま
す
。
一
つ
の
文
の
中
に
二
つ

の
行
動
が
説
明
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
上
の
文
章
と
下
の
四
つ
の
文
の
内
容

を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
順
番
を
と
ら
え
る
よ
う
に
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

ま
き
貝

か
ら

ぶ
つ
け

か
ら

２１４３

な
か
間ま

の 

せ
お
っ
て 

い
る 

か
ら
を 

う
ば
う
。

○
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国 
語

お
う
ち
の
か
た
へ

お
う
ち
の
か
た
へ

な
か
ま
の　
こ
と
ば

こ
と
ば
の　
か
い
だ
ん

9

10

　
仲
間
に
な
る
言
葉
に
つ
い
て
確
認
し
ま
す
。

1�　
ま
ず
、

の
中
の
言
葉
を
声
に
出
し
て
読
み
、
も
の
の
名
前
に
は
、
仲
間
に
な
る

言
葉
を
大
き
く
ま
と
め
て
よ
ぶ
言
葉
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
答
え
が
書
け
た

ら
、
ほ
か
に
は
ど
ん
な
言
葉
が
仲
間
に
な
る
か
を
考
え
て
、
言
っ
て
み
て
も
よ
い
で
し
ょ

う
。

2�　
そ
れ
ぞ
れ
言
葉
を
選
べ
た
ら
、「
ど
う
し
て
こ
の
言
葉
が
仲
間
で
は
な
い
の
か
な
？
」

と
声
を
か
け
、
理
由
を
確
認
し
ま
す
。
理
屈
の
通
る
理
由
が
説
明
で
き
た
ら
、
解
答
と
お

子
さ
ま
の
答
え
が
違
っ
て
も
、
正
解
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
絵
に
合
う
言
葉
を
書
い
て
、
文
字
が
一
つ
ず
つ
増
え
た
り
、
減
っ
た
り
す
る
言
葉
の
階
段

を
作
り
ま
す
。
ひ
ら
が
な
の
復
習
に
な
る
の
で
、
□
の
中
に
正
し
い
字
形
で
て
い
ね
い
に
書

く
よ
う
に
促
し
ま
し
ょ
う
。
階
段
の
言
葉
が
書
け
た
ら
、
二
重
枠

の
文
字
を
声
に
出
し
て

読
み
、
で
き
た
言
葉
を
確
認
し
ま
す
。
下
段
の
問
題
は
、
文
字
数
が
多
く
少
し
難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
わ
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
書
い
て
い
く
よ
う
に
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

47ページ

46ページ

野や

さ
い

の
り
も
の

き
せ
つ

ス
ポ
ー
ツ

か
み
ひ
こ
う
き

こ
の
り

け
む
し

た
ま
ね
ぎ

た
け
の
こ

き　

う
し

く

う
で
ど
け
い

こ
く
ば
ん

ひ
よ
こ

み
みか

ゅ

ょ

な

と
う

か
しゆ

きち

ち
き

う

っ

ゅ
ゅ
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国 

語

お
う
ち
の
か
た
へ

お
う
ち
の
か
た
へ

も
の
が
た
り
を　
読よ

も
う 

①

も
の
が
た
り
を　
読よ

も
う 

②

7

8
　
登
場
人
物
の
行
動
や
場
面
の
様
子
に
注
目
し
て
、
物
語
の
読
み
取
り
を
し
ま
す
。

1�　
１
〜
４
行
目
の
大
じ
ん
の
言
葉
や
、
そ
の
あ
と
の
大
じ
ん
の
行
動
か
ら
、
ど
ん
な
遊
び

を
や
っ
て
見
せ
た
の
か
を
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

2�　
―
―
―
の
す
ぐ
後
に
、「
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
は
、
見
る
ま
に　
は
じ
け
て
、
き
え
て　
な

く
な
り
ま
し
た
。」
と
あ
り
ま
す
。

3�　
14
〜
15
行
目
の
「
あ
そ
び
の　
す
き
な　
王
さ
ま
は
、
大
よ
ろ
こ
び
で
す
。」
と
い
う

文
を
見
つ
け
て
、16
〜
17
行
目
の
「　
」
の
中
の
王
さ
ま
の
言
葉
を
よ
く
読
み
ま
し
ょ
う
。

49ページ

48ページ

　
「
誰
が
」「
何
が
」
に
注
目
し
て
、
物
語
の
読
み
取
り
を
し
ま
す
。

1�　
最
初
の
文
に
、「
王
さ
ま
は
、
あ
そ
ぶ
の
が
、
大
す
き
で
し
た
。」
と
あ
る
こ
と
に
注
目

し
ま
す
。

2�　
７
〜
８
行
目
の
「
あ
る
日
、
王
さ
ま
の　
へ
や
の
、
か
ね
が　
な
り
ま
し
た
。」
と
い

う
文
を
見
つ
け
て
、
そ
の
続
き
を
よ
く
読
み
、
誰
が
来
た
の
か
を
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

3�　
18
行
目
の
「
コ
ッ
プ
の　
中
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
、
最
後
の
文
を
よ
く
読
み
ま
し
ょ

う
。
た
だ
の
「
水
」
で
は
な
く
、「
に
ご
っ
た　
水
」
と
あ
る
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

大
じ
ん

し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま

お
も
し
ろ
い

ふ
か
せ
て
く
れ

に
ご
っ
た
水

○

○
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語

お
う
ち
の
か
た
へ

お
う
ち
の
か
た
へ

し4

を　
読よ

も
う 

①

し4

を　
読よ

も
う 

②

5

6

　
同
じ
表
現
が
く
り
返
し
出
て
く
る
詩
の
読
み
取
り
を
し
ま
す
。

1�　
一
つ
め
の
ま
と
ま
り
（
第
一
連
）
を
声
に
出
し
て
読
み
、
表
現
を
確
か
め
な
が
ら
書
く

よ
う
に
促
し
ま
し
ょ
う
。
第
一
連
か
ら
第
三
連
ま
で
、
同
じ
表
現
が
く
り
返
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
と
ら
え
る
よ
う
に
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

2�　
第
一
連
、
第
二
連
を
読
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
同
じ
色
が
出
て
く
る
こ
と

を
お
さ
え
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
第
三
連
の
最
後
に
「
青
い
み
を
た
べ
た
。」
と
あ
る
こ

と
に
注
目
し
、
当
て
は
ま
る
色
を
考
え
ま
す
。

　
場
面
の
様
子
を
想
像
し
な
が
ら
、
詩
の
読
み
取
り
を
し
ま
す
。

1�　
体
の
部
分
を
表
す
「
せ
な
か
」
や
「
お
な
か
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
第
一
連
に
注
目
し

て
、「
か
え
る
た
く
お
」
さ
ん
の
体
の
様
子
を
と
ら
え
ま
す
。

2�　
「
あ
ま
ぐ
も
」
や
「
き
の
は
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
第
二
連
を
よ
く
読
ん
で
、「
か
え
る

た
く
お
」
さ
ん
が
思
っ
た
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
部
分
を
見
つ
け
ま
す
。「
い
い
こ
と

あ
る
ん
だ
な
」
で
も
正
解
で
す
。

3�　
「
ほ
ら
み
ろ
や
っ
ぱ
り
あ
た
っ
た
な
」
の
す
ぐ
前
の
二
行
に
注
目
し
ま
す
。
雨
が
「
ぽ

つ
り
ぽ
つ
り
」
と
降
っ
て
き
て
、「
か
え
る
た
く
お
」
さ
ん
は
「
い
い
こ
と　
あ
る
ん
だ
な
」

と
い
う
感
覚
が
「
あ
た
っ
た
な
」
と
思
っ
た
の
で
す
。

51ページ

50ページ

と
り

せ
な
かぷ

わ
ぷ
わ

な
ぜ
な
ぜ

み
を
た
べ
た○

○
こ
と
り

き

と
い
い
こ
と

あ
る
ん
だ
な

っ
○

（例）
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お
う
ち
の
か
た
へ

お
う
ち
の
か
た
へ

１
年
生
の　
か
ん
字 

③

１
年
生
の　
か
ん
字 

④

3

4
　
同
じ
漢
字
で
も
複
数
の
読
み
方
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
問
題
で
す
。
漢
字
の
前
後
の
言

葉
を
よ
く
読
み
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
う
正
し
い
読
み
方
を
覚
え
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

答
え
が
書
け
た
ら
、
そ
の
文
や
言
葉
を
声
に
出
し
て
読
ん
で
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
読
み

方
を
正
し
く
覚
え
る
こ
と
は
、
そ
の
漢
字
を
正
し
く
使
い
こ
な
す
力
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
を
使
っ
た
ほ
か
の
言
葉
を
考
え
た
り
、
数
や
曜
日
を
表
す
漢
字
の
読
み
方

を
確
か
め
た
り
し
て
、
学
習
を
広
げ
て
い
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

53ページ

52ページ

　
字
形
に
気
を
つ
け
て
覚
え
て
お
き
た
い
漢
字
の
一
部
を
か
く
し

て
い
ま
す
。

4�　
「
貝
」
と
「
見
」
は
、
下
の
部
分
の
点
や
線
の
向
き
や
長
さ

に
気
を
つ
け
て
書
く
よ
う
に
促
し
ま
し
ょ
う
。

6�　
「
人
」
と
「
入
」
は
、
特
に
ま
ち
が
え
や
す
い
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
書
き
順
や
線
の
向
き
を
確
認
し
て
、
正
し
く
書
け
る
よ
う

に
練
習
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

8�　
「
学
」
は
一
～
三
画
目
の
点
の
向
き
に
気
を
つ
け
て
、
て
い

ね
い
に
書
く
よ
う
に
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

木

林

上

人

王

右

玉

石

貝

学

見

字

土

入

本

村

つ
き

ね
ん

せ
ん

し
ゃ

し
た

う

き

た
だ

さ

せ
い

も
く

し
ょ
う

ひ

で

か

だ

げ
つ

と
し

さ
き

く
る
ま

人入 2

12

1
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語

お
う
ち
の
か
た
へ

お
う
ち
の
か
た
へ

１
年
生
の　
か
ん
字 

①

１
年
生
の　
か
ん
字 

②

1

2

　
一
年
生
で
習
っ
た
漢
字
の
復
習
を
し
ま
す
。
と
め
る・は
ね
る・

は
ら
う
や
、
出
る
・
出
な
い
に
気
を
つ
け
て
、
て
い
ね
い
に
書
く

よ
う
に
促
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、正
し
い
書
き
順
で
書
け
て
い
る

か
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
雨
」
は
、
点
の
数
や
向
き
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。「
森
」
は
、

形
が
似
て
い
る「
林
」
と
ま
ち
が
え
や
す
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
正

し
く
覚
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。「
女
」は
、形
の
バ
ラ
ン
ス
が

と
り
づ
ら
い
の
で
、書
き
順
を
確
か
め
な
が
ら
練
習
す
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

　
一
年
生
で
習
っ
た
漢
字
の
復
習
を
し
ま
す
。関
連
す
る
漢
字
は
、

一
緒
に
覚
え
る
よ
う
に
す
る
と
覚
え
や
す
く
な
り
ま
す
。
字
形
や

書
き
順
に
気
を
つ
け
て
、
て
い
ね
い
に
書
く
よ
う
に
促
し
ま
し
ょ

う
。
わ
か
ら
な
か
っ
た
字
や
、
書
き
ま
ち
が
え
た
字
は
、
正
し
い

字
を
確
認
し
た
う
え
で
何
度
も
練
習
し
て
、
こ
の
機
会
に
し
っ
か

り
覚
え
る
よ
う
に
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

　
「
耳
」
は
、横
棒
の
出
る・出
な
い
を
ま
ち
が
え
や
す
い
字
で
す
。

「
手
」「
足
」
は
、
線
の
向
き
に
気
を
つ
け
て
、
正
し
い
字
形
で
書

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

55ページ

54ページ

月空

山雨

森

川
田

花

町

男女

子
虫

目
口

足

耳

手

九

四五

白

青

赤

夕
日

雨

耳

森

手

女

足

3

1

5 7

86

2
4

11

3

7

4

12

1

5 9
6

2

10

8

3

1
2

1
3

4

5

622

3

4

1
2

3
56

1

7

4




